
門真市海外派遣研修 

～KADREAMS is forever～ 

 

『帰国後交流会』を実施しました。 

日時 令和元年８月 24日（土） 

午後１時 30 分～３時 30分 

会場 門真市立門真市民プラザ内４階  

教育センター研修室 

参加者 久木元 秀平 教育長 

長澤 信之 教育長職務代理者 

土川 好子 教育委員 

島ノ江 政彦（古川橋小学校） 

 今井 茜（学校教育課） 

海外派遣研修生 

 角 野乃香（第二中学校） 

 木村 和心（第二中学校） 

中野 珠里（第二中学校） 

井本 彩音（第三中学校）  

笹木 春菜（第三中学校） 

川田 麻絢（第五中学校）  

畠中 弦大（第五中学校） 

水野 良謙（第七中学校） 

坂本 秀樹（門真はすはな中学校）

  

＜今井＞それでは先ほどの報告会に引き続

きまして、ただいまより懇親会を始めたい

と思います。各教育委員、教育長から質問

があればなんなりと研修生に聞いてみてく

ださい。島ノ江先生にもぜひ。 

＜久木元教育長＞いろんな話聞かせてもら

いまして、ほんとに楽しかったです。何人

かの方が、短期間の中で「英語がわかるよ

うになった」と、効果を実感して話してく

れていたけど、同じようなことを体感した

という人、手をあげていただけますか？ 

（全員が挙手） 

＜久木元教育長＞全員か！素晴らしいな。

短期間でそんなにわかるようになる？劇的

に変化を感じるような瞬間があるの？ 

＜坂本＞英語の文とかを読んでいると、今

までは英文を読んで、頭の中で日本語にし

て理解していたのが、直接わかるようにな

って、そういう時に、自分の変化に気づき

ました。 

＜久木元教育長＞すごいね。一週間目くら

いに？ 

＜坂本＞いや、四日目くらいで。 

＜久木元教育長＞じゃあ、四日間くらい外

国の人と生活したら、一気に英語は上達す

るのかな？ 

＜畠中＞たぶん、そうだと思います。 

＜久木元教育長＞現地の学校の中で集中し

て、一日英語漬けの生活をすることは非常

に効果があるということかもしれないね。

それから皆さん、ホストの方とかバディの

子とか、いろいろ話をしたと言っていたけ

ど、最初まだやり取りできないときに、ど

んな会話をした？ 

＜畠中＞まずバディに一言目に「ガールフ

レンドはいますか？」って聞かれました。 

＜一同＞おー！ 

＜久木元教育長＞それはすぐ理解できた

の？ 

＜畠中＞はい、できました。 



＜長澤教育長職務代理者＞で、どういうふ

うに答えたの？ 

＜畠中＞いません、とはっきりと答えまし

た（笑） 

＜久木元教育長＞そうかー。「いません」と

いうのは英語で何と言った？ 

＜畠中＞わからないので“No！”と言いま

した。 

 

＜久木元教育長＞坂本君は？ 

＜坂本＞初めてでわからないことが多かっ

たので“How to use this?”のような感じ

で聞くことが多かったです。 

＜久木元教育長＞「これなんですか？」と

いったような感じでね。そういう感じで聞

けば、だいたいうまく説明してくれるの？ 

＜坂本＞はい。ただ、たまに聞き取れない

ことがあって、大変でしたね。 

＜久木元教育長＞それはバディ？ホストフ

ァミリー？ 

＜坂本＞両方ですね。 

＜久木元教育長＞井本さんはどうですか？ 

＜井本＞ホストファミリーが、ミニチュア

とこけしが大好きで集めていたので、その

話をしていました。 

＜久木元教育長＞そういう時でも、だいた

いどういうことを言おうとしているかわか

る？ 

＜井本＞なんとなくはわかります。 

＜久元教育長＞やっぱりわかろうという気

持ちになればわかるんだね。木村さんはど

うでした？ 

＜木村＞ホストファミリーが、食事の時と

かにオーストラリア独特の料理を出してく

れて、それについてのこととか、オースト

ラリアの文化を教えてくれました。 

＜久木元教育長＞だいたい分かった？ 

＜木村＞だいたいわかりました。わからな

いときは絵に描いてくれたり、グーグルを

使って教えてくれました。 

＜久木元教育長＞そうですか。食べ物は、

材料はどんなのか、とか、そういう感じで

すか？ 

＜木村＞はい。 

＜角＞私は、バディと連絡先を交換したの

ですが、その子のホーム画面が私の好きな

日本のキャラクターだったので、それです

ごく話が盛り上がりました。 

＜久木元教育長＞何のキャラクター？ 

＜角＞ポニョです。私はジブリが好きで、

それを見た瞬間にテンションが上がって、

その子に「好きなの？」って聞いて、すご

い、盛り上がりました。 

＜笹木＞私は日本からお土産を持ってきて、

それをホストファミリーに渡したら、「これ

は何？」みたいな感じの会話になりました。 

＜久木元教育長＞そうだね。話題になるよ

ね。持って行けば会話が繋がっていくよね。

水野君は？ 

 

 

 

 

 

 



 

＜水野＞シャワーとか使う時に「使っても

いいですか？」って聞いたり、「トイレどこ

にありますか？」って聞いたりしました。 

 

＜久木元教育長＞さっき報告会で、裸でシ

ャワーの使い方を聞いたって言っていたの

は君だった？(笑) 

＜畠中＞それは坂本君です！(笑)  

＜坂本＞シャワーの使い方がわからなくて、

冷たいのしか出なくて。でも、部屋に全部

服を脱いできていたので、どうしようかと

(笑)。仕方がないので隣の人にコンコンと

してどうやって使うか凍えながら聞きまし

た。 

＜久木元教育長＞大体、凍えているのは見

たらわかるだろうからね。中野さんはどん

な話を？ 

＜中野＞私は、ホストマザーに「どんなス

ポーツやってるの？」とか「こっちで何が

したいの？」とか聞かれました。 

＜久木元教育長＞それに答えて、また、逆

に問い返したり？ 

＜中野＞「日本に来たことありますか？」

とか聞きました。 

＜久木元教育長＞それで英語が伝わったら

楽しいね。川田さんは？ 

＜川田＞最初は向こうからいっぱい話しか

けてくれました。家のルールとか紹介とか

話してくれて、その中で、ホストファミリ

ーの長女の子がバスケットボールをしてい

て、ホストファザーもＮＢＡが好きという

ことがわかって、私もバスケ部なので、バ

スケの話をしました。 

   

＜久木元教育長＞八村塁選手の話はした？

(笑) 

＜川田＞はい、しました。知っていました。 

＜久木元教育長＞通じた？なるほど。そう

ですか。もう、一点。皆さん、コンテスト

でプレゼンテーションしたでしょ。そのプ

レゼンが活きた事っていうのはありました

か？ 

＜坂本＞普通に会話するより、説明するの

は難しいので、文章を組み立てる力が上が

ったなって思いました。 

＜久木元育長＞みんなのプレゼンの中で、

坂本君は竹の話、畠中君は野球の事。自分

のテーマに沿った事が今回、役に立ったか

どうか順番に教えてほしい。 

＜畠中＞オーストラリアではあまり野球が

有名ではないんですが、ただ「野球は知っ

ている」という子は多かったです。チャー

ルズキャンベルカレッジにいた子も僕が野

球している事を知って、その子はイチロー

選手が好きで、“Ichiro is god”「イチロー

は神様だ！」って言っていました。 

＜久木元教育長＞そうですか、イチロー選



手は世界的に有名なんだね。 

＜畠中＞はい。 

＜久木元教育長＞坂本君は竹の話題、どう

でしたか？ 

＜坂本＞現地に竹がなかったので、こっち

から竹製品を持って行って、説明しました。 

＜久木元教育長＞竹と言う単語はあるんだ

よね？バンブー。それはわかるけど、竹っ

ていうものが、向こうにはない？ 

＜坂本＞そうですね。 

＜久木元教育長＞発見だね。井本さんは、

ミュージカルのグレイテスト・ショーマン。

その話はした？ 

＜井本＞演じている人がオーストラリア出

身の方だったので、その話で盛り上がりま

した。 

＜久木元教育長＞盛り上がるよね。ミュー

ジカルは共通言語だもんね。木村さんは？ 

＜木村＞和食についてプレゼンしたんです

けど、オーストラリアはお米を食べる習慣

があまりないのですが、ホストファミリー

の人にプレゼンの事を話したら話が盛り上

がって、「和食作ってあげる」と言って作っ

てくれました。 

   

＜久木元教育長＞和食、作ってくれたの？ 

＜木村＞味噌汁とかは。朝にシリアルと味

噌汁とか（笑） 

＜久木元教育長＞向こうの人は普段は作ら

ないけど、作ろうと思ったら簡単に作れる

んだ。味噌汁、中に何が入っていたの？ 

＜木村＞ワカメと油あげとか。 

＜久木元教育長＞そうですか。角さんは？ 

＜角＞私は、ジブリ映画でプレゼンテーシ

ョンをしたんですけど、さっき言ったとお

りジブリ映画の話で盛り上がったり、現地

のフェアウェルパーティで行ったプレゼン

でも、ジブリ映画の絵を書いてどんどんボ

ードに貼っていったんですけど、その時に

知っている映画があると、「おーっ」と声が

上がりました。 

プレゼンが終わった後にも、チャール

ズ・キャンベル・カレッジの副校長がラピ

ュタ好きで、その話でも盛り上がりました。 

＜久木元教育長＞京都アニメーションの話

はでなかった？ 

＜角＞ ありました。そういう事件があっ

たていうのは知ってました。    

＜久木元教育長＞みんな知っていたでしょ

うね。世界的なニュースになってますから

ね。 

＜角＞日本のアニメが外国で人気な事を実

感しました。 

＜久木元教育長＞なるほど、なるほど。ア

ニメの道に行きたいとか思い始めた？ 

＜角＞いえ、それは思ってないんですが（笑） 

＜久木元教育長＞笹木さんはどうですか？ 

＜笹木＞私は、音楽とか歌とかでプレゼン

テーションをしました。ホストファミリー

に私はコーラス部ですと言ったらサウンド

オブミュージックと言う映画が好きらしく

て最終日にみせてくれて、歌っているシー

ンとかで、となりで大きな声で歌っていま

した（笑）。 

＜久木元教育長＞一緒に歌った？ 



＜笹木＞英語だったから、ちょっとよく分

からなくて。 

＜久木元教育長＞歌も共通言語だよね。水

野君は？ 

＜水野＞アニメとマンガの事を発表したん

ですが、ルームメイトのアンソン君がパソ

コンを持っていて、その下にひいているマ

ットが『Ｒe：ゼロ』でした。 

＜久木元教育長＞ちょっとわからないけど

…。アニメが好きな子だったんだ。 

＜中野＞私は殺処分についてプレゼンした

んですけど、殺処分についての話はあまり

してないです。でも、動物が好きという人

がいたので、私の家の犬の写真を見せたり

はしました。 

    

＜久木元教育長＞殺処分の話はなかなか深

刻だからね。動物がかわいいというのはど

この世界でも同じだね。川田さんは？ 

＜川田＞私は抹茶について発表したのです

が、オーストラリアでは抹茶って言っても

通じる人もいたら、通じない人もいてあま

り浸透してないのかなって思いました。 

＜久木元教育長＞普通のお茶のほうが良か

ったのかなぁ。 

＜川田＞でも、私が好きなのは抹茶なんで

す（笑）。 

＜久木元教育長＞抹茶アイスとか、抹茶を

使った食べ物がありますよ、とか、健康的

で日本では人気ですよと説明しても、そこ

まで通じないんですね。 

はい、皆さん、ありがとうございました。

プレゼンは説明の仕方とか、そういう面で

非常に役に立っていると思うし、皆さん面

白いテーマを調べてくれて、話のきっかけ

になるという事をよく体感していただいた

と思います。 

島ノ江先生はどうでした？会話は大体、

何の会話をしているんですか？ 

＜島ノ江＞まあ、シチューションに合わせ

て、大体なにかこの事について言っている

な、というのはわかるので、ジェスチャー

を交えながら話したり、目の前にある物を

使って会話したりしていました。だから、

みんなが言っている感覚は分かります。中

学校、高校で習った英語の延長で何も積み

上げがないので、自分の英語力がいかに低

いかっていうことを痛感しました。 

これから小学校の子どもたちに、どうい

うことをしていけば子どもたちが成長して

いくのか、というのをこの二週間位考えて、

二学期以降活かしたいと思っています。 

 

＜久木元教育長＞小学校の英語頼みますよ。

確実に子どもたちに学ぶ意欲が湧いてくる

ように！ 

＜長澤教育長職務代理者＞これが第８回目

の交流会で、私、８回すべての交流会に出

ているんですが、毎回、文化の違いを聞か



せてもらっています。本職が教師で、中学

校の教師をずっとしていたので、学校生活

における文化の違いにすごく興味があって、

そのあたり、感じたことを教えてほしい。

授業のチャイムがブザーみたいとか、授業

中パソコンで個人が打っているとか、そん

なのも含めて日本の学校と違う所を教えて

ほしい。 

＜川田＞オーストラリアの学校では、教科

ごとに教室があって自分たちがそこに移動

して、そこで授業を受けるという形で、自

分たちのクラスの教室っていうのがありま

せんでした。 

教室も日本なら机が縦に並んでいる形で

すけど、例えば、保健体育の授業ではコの

字の列の中に、孤島みたいな机もあって、

私達は孤島の席に座ったので、ちょっとや

りづらいと思った（笑）。 

＜中野＞学校にスマホとかお菓子、お金も

持って行っていてよくて、スマホもＯＫで、

授業中スマホをいじったり、お菓子を食べ

ている子もいたり、急に教室から出てどこ

かに行ったりって、自由な感じでした。 

授業の長さも、短いのもあったけど、長

いのは１時間２５分位あって、後半位から

ちょっと退屈でした。 

＜久木元教育長＞ スマホは勿論、授業中

はダメだよね？ 

＜中野＞触っている子もいました。 

＜久木元教育長＞授業中も触ってるの！そ

うなんだ。結構自由だね。 

＜長澤教育長職務代理者＞お菓子は、前に

も聞いたことがあるけど、お金も使う用事

あるの？ 

＜中野＞お昼ご飯は自分たちで持っ来るこ

ともありますが、売店があるので。 

＜水野＞休み時間、日本だったらみんな教

室の中でしゃべっているけど、オーストラ

リアではほぼ全員が外に出て、話したり、

サッカーやバスケット、ラグビーみたいな

のをしたりしてます。 

＜長澤教育長職務代理者＞休み時間、何分

位あるの？ 

＜水野＞２０分くらい。 

＜長澤教育長職務代理者＞２０分くらいあ

るんだ。笹木さんはどういうこと感じた？ 

＜笹木＞日本の学校にはない授業とかがあ

って、私のバディも中国語を選択している

ので、一緒に中国語の授業を受けていまし

た。 

＜角＞クラスがなくて教科担任制で自分が

受けたい、学びたい教科を自由に学べるの

が日本でいう大学みたいでいいなと思いま

した。 

 

＜長澤教育長職務代理者＞木村さんは？ 

＜木村＞二つあります。一つは、日本では

外靴と上靴になっているけど、オーストラ

リアでは全部外靴で、教室にもその靴で入

ったりして、そこは違うなぁって思いまし

た。 

 二つ目は日本では授業終わった後にクラ

ブ活動をするけど、オーストラリアではク

ラブとかなくてスポーツしたい子は外のス

ポーツクラブとかにいったりしていました。 



＜長澤教育長職務代理者＞体育の授業はあ

った？ 

＜木村＞あったんですが、自分のとこは受

けていなです。 

＜長澤教育長職務代理者＞あ、そうでした

か。井本さんはどうでしたか？ 

＜井本＞私のバディはとても友達が多くて、

バディとその友達は休み時間いつも同じ所

に行くんですが、私のバディのまわりに自

然に人がいっぱい集まってきて、歩いて行

ったらまた、違うグループがまた、同じ所

にいて、場所が決まっているんだなぁって

思いました。 

 

＜久木元教育長＞美人のバディと言ってい

た子だね（笑）。学校一の人気者。そんな感

じだったと言っていたね。 

＜井本＞そんな感じでした。 

＜長澤教育長職務代理者＞坂本君は？ 

＜坂本＞それぞれがパソコン持っているの

で、ちらっと見るとするとそれぞれがそれ

ぞれの方法で授業をまとめてたりしていて、

自分のやり方っていうのがあるなって感じ

た。自分の席というのがないので、生徒同

士の交流がよくあったり、先生と生徒が仲

が良かったりとか、交流が凄いなと思いま

す。 

＜長澤教育長職務代理者＞授業中はパソコ

ン置いてあるの？タブレット？ 

＜坂本＞それぞれがノートパソコン持って

いて、人によって種類とか違うんですけど、

先生が授業しているのを見て、自分でまと

める。みたいな。 

＜長澤教育長職務代理者＞個人のパソコン

を持っているわけだね。畠中君はどう思っ

た？ 

＜畠中＞日本の大学の学食は定食を食べる

みたいなイメージなんですが、オーストラ

リアでは単品でハンバーガーとかフィッシ

ュなんとかとか売っています。バディの子

がいつも買うのがポテトチップスみたいな

ので、それを毎回、食べさせてもらってい

るんですが、初めて食べた時、「酸っぱ！」

と思ってよく見てみたら、ビネガーって書

いていて、酢たっぷりのポテトチップス食

べさせられていました。健康的に大丈夫か

なと思って、バディに聞いてみたら、「まあ、

いいんじゃない」って…。 

＜長澤教育長職務代理者＞島ノ江先生、日

本の学校とね、向こうの学校と違いを感じ

られた事はないですか？ 

＜島ノ江＞小学校に行かせていただいたん

ですけど、低学年の子は主に先生と子ども

たちのやり取りがあります。高学年はホワ

イトボードがあって、そこに課題が記され

ていてそれに向かってそれぞれグループ学

習していたり、個人でやっていたり、色々、

課題解決の為の手立てをそれぞれ考えてや

っているという形でした。   

黒板みたいなのは無くて、ホワイトボー

ドにプロジェクターで一週間の予定だった

り、その日の予定を映してある。それ以外

はペンで書く事もほとんどなくて課題だけ

が書かれていました。 

日本であれば目当てがあってそれに全員



で考えを出し合うみたいなところが多いと

思うのですが、そういうところが全く違う

なと思いました。 

＜長澤教育長職務代理者＞今井副参事は他

の国も経験されているんですがオーストラ

リアの特徴みたいなものは？ 

＜今井＞今回のチャールズ・キャンベル・

カレッジは小、中、高がほぼ同じ場所でし

た。小学校だけは学級があってという形だ

ったんですが、中、高は全部教科担当制で、

木村さんが言ったみたいに子どもたちが教

科の先生の所に動く、自分のノートパソコ

ンを持って動いて、毎回先生が映している

トピックに関して自分で調べ学習してまと

めるというような授業でした。 

ノートパソコンの制限はどうなっている

のか、インターネットを全部取り仕切って

いるような担当の人に聞いたのですが、そ

れなりのセキュリティを持っているみたい

でインターネットも「ここから先は繋がら

ない」っていうような制限はかけてはいる。

ただし、ノートパソコンを持ってきたら学

校のＷｉＦｉにつないでインターネット見

れるように設定はしてある、ということで

した。 

まとめ方もそれぞれでした。最後の日に

中学校３年生の授業に２時間、べったり入

らせていただきましたのですが、１時間は

英語の授業で、先生が「このクラスはあま

り意欲的ではない」というような話をして

くれて、何もしていない子もいたのですが、

それでもそれなりにみんなワードを使って

まとめていました。 

最後の歴史の授業で「この学校では一番

優秀な先生だ」と説明されて、授業を受け

たんですけど、ロの字型で子どもたちがず

らーっと座ていて先生は後ろから一人一人

に声をかけて、ドイツの話だったと思うの

ですが、まとめてやっていました。  

あと、全員制服なんですけど、高校３年

生だけ高校３年生と分かるウィンドブレー

カーというか、ジャケットみたいなのを着

ていて、その子達だけのラウンジみたいな

のがあって、高校３年生たちは大学に向か

って勉強しているという話を聞きました。 

小、中、高があるのはいいなと思います。

単純に。 

 

＜長澤教育長職務代理者＞さっき、１単位

時間長いって言ってましたけど、１単位時

間って決まってるんですか？ 

＜今井＞決まってたよね？ 

＜坂本＞ 授業によって違った気もするの

ですが…。 

＜畠中＞日本よりは長かった気が…。 

＜長澤教育長職務代理者＞自分で教科選択

するわけでしょ？どの教科に行っても同じ

時間？ 

＜今井＞月、水、金学校に行ったんですが、

月曜日だけミーティングが午後にあるから

という特別時間割だったと思います。水、

金は同じ時間割だったと思うので。 

月曜日はたぶん短縮で時間を短くして子

どもたちを早く帰らせて、先生たちの全体

のミーティングがあるって言っていました。 

＜長澤教育長職務代理者＞さっき長い時間



の授業があるって言っていたね。 

＜今井＞水、金が普通の時間で 1時間以上。 

＜長澤教育長職務代理者＞一時間以上？よ

く持つね！（笑） 

＜今井＞中休みがあってそのブレイクタイ

ムが、昼食まではいかないけど、軽食はと

っていいという時間で、その時間にみんな

売店で買って何かを食べる。 

＜坂本＞その時間になると売店に列ができ

るんですよ。そこでもちょっと「何買うの？」

とかしゃべったりして。あと、めちゃくち

ゃグランドが広いんで、そこで一緒にサッ

カーをしたりしました。 

＜長澤教育長職務代理者＞なるほど。あり

がとうね。 

＜土川委員＞今井副参事、社会の授業でそ

れぞれがまとめてって言ってましたが、一

斉授業はないって事ですか？ 

＜今井＞ 一斉授業はないです。 

＜土川委員＞向こうの学校はひとクラス何

人位で、何才から何才くらいの子が中学、

高校って呼ばれるところに行っていたのか

な？ 

 

＜畠中＞バディが同い年の子なんですが、

14 才とか 15 才に見えないぐらい背が高く

て、成人超えているのかなと最初見た時は

思いました。 

＜土川委員＞皆さんはどんな感じでした？ 

＜一同＞ひとクラスどれくらいいたんだろ

…。 

＜今井＞10人から 20人くらいまでですね、

ひとクラス。多くても 20人いかない感じで

すね。 

＜土川委員＞クラスがないということはク

ラスメイトがいないですよね。 

＜今井＞クラスは一応あるというのは聞き

ました。クラスで集まる部屋があって、そ

こで出欠の確認だけとって、ビーっとチャ

イムが鳴ったら自分たちの授業の部屋へ行

くと聞きました。 

＜土川委員＞今日は皆さんにすごく会うの

を楽しみに来ました。とても元気で、一番

最初は緊張していたみたいなんですが、だ

んだん慣れてきて元気な様子を見て嬉しく

思います。 

パスポートとったりとかいろんな経験が

あったと思うんですけど、一番印象に残っ

ている事って何ですか？ 

＜畠中＞オーストラリアに日本でも有名な

タピオカミルクティーの店があって、そこ

でタピオカミルクティー買ったんですけど

「何％？」と聞かれて、よく分からないの

で「100%」と答えたら、カップに 100％の

タピオカに、ちょっとミルクティー入って

いる感じのが来て、ほぼタピオカを食べて

いました（笑）。 

＜土川委員＞畠中さんの報告を聞かせてい

ただいて、単なる旅行ではなくてそこでプ

チ定住というか、色んな体験をされたとい

うのが凄く印象的で、楽しかったです。 

あと坂本さんの報告でアボリジニについ

てわかったという事があったのですが、ア

ボリジニについて一番覚えている事って何

でしょうか？ 



＜坂本＞アボリジニは文字を使わないんで

す。かわりに絨毯みたいなのがあってそこ

に色んな模様がはいっているんですけど、

それが単なる模様でなくてそこからいろん

なものが読み取れるという、まるでＱＲコ

ードみたいになっている事を教えてもらい

ました。大陸の独自の文化ができているん

だなという事と白人がきて、それからだん

だんアボリジニがいなくなった歴史の悲し

さっていうのも感じました。 

＜土川委員＞やっぱり行ってみないとわか

らないということがありますね。日本でみ

てもアイヌとか、同じような運命があった

のかもしれないね。 

 次、皆さんよく言っていたのですが、井

本さん、オーストラリアの人の優しさに触

れたと言われているんだけど、なんで優し

いと感じたのかな？ 

＜井本＞中野さんと角さんと買い物に行っ

たのですが、その時に日本のことが大好き

なおじいさんがいて、その人が「何を探し

ているの？」とかグーグルで訳して聞いて

くれて、「〇〇を探しています」って言った

ら、ずっと探してくれて、とても優しかっ

たです。 

＜土川委員＞興味を持ってくれたという事

が何かうれしかった、それで優しいなって

思ったんですか。 

＜井本＞はい。 

＜土川委員＞なるほど、次、木村さんかな。

お出迎えの時のホストファミリーが玄関を

飾り付けて歓迎してくれたのが嬉しかった

みたいだけど、もし、自分が人を喜ばせる

にはどんなことをしようかと思いました

か？ 

＜木村＞日本とオーストラリアは季節が真

逆だから「体調とかしんどくない？」とか

聞いてくれたり、食べ物とかも違うから「こ

れまずくない？美味しい？量は大丈夫？」

とか聞いてくれて嬉しかったから、自分が

その立場になったら、自分もそういう声か

けをしたいです。 

＜土川委員＞これから、外国の人もオリン

ピックがあったり、万博があったりして来

られると思うけど、難しい事ではなくて、

小さな事、聞いてもらったら嬉しいという

気持ちがあったら、また、それを役立てて

みて下さい。それから角さんはカンガルー

の肉、食べたの？どんなのかなっと思っ

て？ 

＜角＞カンガルーの肉、やっぱり一回は食

べたいと思ってたんで。 

＜土川委員＞カンガルー食べるって知らな

かった。 

＜角＞では、是非食べてください（笑）。 

＜長澤教育長職務代理者＞あれ、誰が料理

してくれたんですか？ 

＜今井＞私のホストマザーが。どうしても

みんなに食べてほしくて私が最終日にお願

いしたんです。私が焼こうと思ったんです

が「焼いてあげたいので、買いに行ってく

れる？」っていう話をしていたら最終日に

料理までして学校に持ってきてくださって。

私が小さく切ってみんなで摘まめるように

しました。でも、現地の方はあまり食べな



いみたいで、カンガルーは美味しくないっ

ていうイメージがあるようで、バディの子

たちに勧めたら、「カンガルーなんて美味し

くないからいらない」って最初は言ってい

たけれど、トライしてって言って、食べた

ら「もう一個いい？」みたいな感じで。美

味しかったです。すごく柔らかくて、美味

しい味付けでした。 

＜坂本＞結構柔らかくて、独特の風味とい

うか、例えるなら、焼きエビみたいな風味

がして…。 

＜畠中＞何？野球部？ 

＜坂本＞焼きエビ！焼いたエビ。 

＜畠中＞わかりにくい！ 

＜土川委員＞報告会の画像で、みんなコア

ラ抱っこしたって言ってたけど、コアラっ

どんな感じって思ってて、実際に抱っこし

てみてどうだった？角さん、それについて

教えてください。 

＜角＞抱っこするのがみんなの中で最後の

ほうだったんですが、みんなのを見ていて

どんな感じかなと思いながら、抱っこした

ら結構重かったです。重さとか大きさとか

も赤ちゃんそっくりで、赤ちゃん抱っこし

ているみたいで、可愛かったです。 

＜土川委員＞じっとしているの？ 

＜角＞じっとしています。 

＜土川委員＞ほんと。おとなしいんだ。抱

っこしたことないので。笹木さんは白いカ

ンガルーとかワラビーを見たって言ってい

たのが印象的でした。ところでホームシッ

クにかかりませんでした？ 

＜笹木＞なりかけました。 

 

＜土川委員＞ 何日目くらい？ 

＜笹木＞１日目で、ベッドに寝ころんだら

「あ～」ってなって。一瞬、「あ～帰りたい

な」って思ったんですけど、すぐ戻りまし

た。 

＜土川委員＞そうですか。他の方はどうで

すか？ホームシックかかった方います？み

んな楽しんでこられた感じなんですけど。 

＜坂本＞ホームシックというよりも逆ホー

ムシックになって、家に帰りたくないみた

いな、ずーっとここに居たいみたいな感じ

になって。 

＜土川委員＞そう、みんなすごいたくまし

い。次は水野さん。バディとすごく楽しん

だみたいなんだけど、バディの制度って日

本ではあまり聞いたことないですが、自分

もやってみようとか思いますか？どんな事

してあげたいですか？ 

＜水野＞一緒にスポーツしたりしたいです。 

＜土川委員＞そうですか。行ってきて、自

分が成長したなと思う事ありますか？ 

＜水野＞英語が話せるようになった。 

＜土川委員＞今後、何か、それを活かそう

とか？っていうのはどうですか？思いま

す？ 

＜水野＞はい。 

＜土川委員＞みんな言葉には困らなかっ

た？中野さん困らなかった？ 



＜中野＞通じない時とか、わからない時は

あったけど、その時はもう「一回言って」

って言ったり、「わかりません」って言った

りしました。 

＜土川委員＞見ているとフィリピンとか、

中国系とかいろいろな方がいたと思うけど、

その事については日本とは違うとこだと思

うんだけど何か印象としてありますか？ 

＜中野＞学校に行ったら黒人がいたり、白

人がいたりとかで、家のホストファザーは

イタリア系だったんですけど、言葉が速い

って言うか、独特で、送り迎えとかしても

らった時に会話していてもあまり何を言っ

ているのか…めっちゃ難しかったですが、

単語で聞き取って、何とか。 

＜土川委員＞頑張りましたね！川田さん、

いろんな街の様子とか発表してくれてたけ

ど、街づくりの中でこんなのあったらいい

なとか、これほしいなみたいなのあります

か？ 

＜川田＞アデレートは公園が凄く多くて、

しかもその一つ一つが大きいし、あとバス

ケットコートが多くて日本ではない感じが

あると思いました。門真でもあまり見た事

がないので、それは欲しいなと思いました。 

＜土川委員＞みんな色々、今年は特に違う

意見が聞けたのでとても楽しかったです。

ありがとうございます。 

＜長澤教育長職務代理者＞もう一つメトロ

カード？持っていたね。ＩＣカードと思う

のだけど。日本でメトロって言ったら地下

鉄だけど、向こうに地下鉄あるの？ 

＜今井＞あるけど、今回は乗ってないです

ね。全部まとめてメトロって呼んでいる。 

＜長澤教育長職務代理者＞それは自分で一

枚いくらとか入金するの？ 

＜水野＞ホストファミリーが買ってきたか

らお金だしてって言われて（笑）。 

＜土川委員＞あと、笹木さんのホストファ

ミリーが恐竜が好きで、消しゴムを集めて

いるとおっしゃってましたが、予めホスト

ファミリーの情報はみなさんにはいってい

るのですか？ 

＜今井＞今年はかなり遅くて、ホストファ

ミリーの構成とかは出発の前日にしかこな

かったので、みんなよく準備して行ったな

というくらい。いつもはもう少し早くくる

ので、子どもさんがいる、とかいうのはわ

かります。 

＜土川委員＞そうなんですか。ありがとう

ございます。 

＜久木元教育長＞バディの人はものすごく

慣れているという感じですか？ 

＜坂本＞ たぶん、初めてだと思うんです

けど、先生が留学生の受け入れに、結構、

力が入れているって言っていました。自分

が行った時も、また別で韓国人の女の子達

がいっぱい来ていて、結構いろんな所に留

学生がいたりします。 

 
＜今井＞バディも自分で手を挙げてやりた

いと言ってやってくれたみたいですね。 

＜久木元教育長＞なるほど。そうですか。

今でもバディと連絡取っていますか？ 

＜畠中、坂本＞はい、取っています。 

＜久木元教育長＞取っていない子もおりそ



うだね。水野君は？ 

＜水野＞うーん。 

＜久木元教育長＞なんで？これから英語の

勉強しないといけないのに大事な人だよ

（笑）。 

＜水野＞一応、繋がっては、いる。 

＜土川委員＞また外国に行こうとか思いま

すか？ 

＜一同＞はい。思います。 

＜土川委員＞一生もの体験になりましたね。 

＜長澤教育長職務代理者＞みんなが取った

パスポートは５年のやつ？ 

＜畠中＞はい、５年のです。 

＜長澤教育長職務代理者＞年齢的に５年し

か無理なのか？ 

＜今井＞未成年は５年しかとれません。 

＜長澤教育長職務代理者＞５年だったら高

校の修学旅行は使えるわけだね。今、外国

多いからね。 

＜久木元教育長＞今は修学旅行の他にも独

自の２、３週間の留学プログラムもありま

すよ。ほとんどの高校でやっていると思い

ます。 

＜坂本＞僕たちが行った時もいろんな高校

の留学生達と会ったりしました。ちょっと

話したり、「どこから来たんですか？」と聞

いたりしました。 

＜久木元教育長＞そうですか。自分たちは、

どう言ったの？「門真を代表して来ました」

って言った？ 

＜坂本

＞ は

い！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜久木元教育長＞皆さん、来年以降、大学

生になっても、社会に出てからも後輩の為

に頑張ってくださいね。 

＜今井＞皆様、本日は報告会、懇親会と長

時間、ありがとうございました。研修生の

皆さんは、学校が始まったら、友達にもい

ろいろ話してあげてください。 

それでは、これで終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

 

 

 

 


